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文化祭では、「世界

はどこまでもー」

行った SSH 事業

スター展示を行った

人文社会教室

研修・大会等についての

の探究科学科

立山自然観察実習

究活動に必要な観察力

となどを、プレゼンテーションソフト

年生は、普通科理系

３つの行事について

ッシュ・サイエンスキャンプ

い、英語でレポートを

でプレゼンテーションし

月富山大学薬学実習

を使い、専門性

オーストラリア研修報告

英語の重要性

質問が出された

深まった」「わかりやすく

令和元年 10 月 30

 人文社会教室

実習・研修・大会等参加者代表生徒

世界の果てまで

」のテーマで、

事業・探究活動

った。 

人文社会教室では、各学年

についての発表

探究科学科の生徒が参加

立山自然観察実習についての

観察力や思考力

プレゼンテーションソフト

普通科理系、理数科学科

について報告を

ッシュ・サイエンスキャンプ報告

でレポートを作成

でプレゼンテーションした。７

薬学実習は、それぞれ

専門性の高い様々

研修報告では

重要性、ホームステイ

された。発表者は「

わかりやすく伝える

30 日（水） 

人文社会教室・理数科学教室

大会等参加者代表生徒
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・
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、2019 年の春

活動を紹介する

各学年の生徒が参加

発表や報告を行

参加した能登臨海実習

についての報告では、

思考力、表現力

プレゼンテーションソフトを用いながら

理数科学科の希望生徒
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７月の東京大学研究室実習
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では、パートナー
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生徒研究発表会
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自分が
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東京大学研究室実習
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体験等について

生徒研究発表会に本校
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配った。 
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多くの動植物についてのこと

、高校では使用

ストラリアの動植物

わかりやすい報告が行われた

して参加した３
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理数科学教室では、口頭発表した研修のポスター展示を行

った。生徒や保護者が足を運び、熱心にポスターに見いってい

た。 

今回は発表・ポスター展

示に加えて、発表内容や実

習などでの体験についての

クイズラリーも行った。生徒会企画のスタンプラリーとも相まってシ

ート片手に発表を聞きに来てくれた生徒が多かった。 

 


